
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
二
号

解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に
関
す
る
省
令

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
号
）
第
五
章
の
規
定
に
基
づ

き
、
解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
都
道
府
県
知
事
へ
の
通
知
）

第
一
条
　
解
体
工
事
業
者
が
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
登
録
の
更
新
の
申
請
期
限
）

第
二
条
　
解
体
工
事
業
者
は
、
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
者
が
現
に
受
け
て
い
る
登
録
の
有
効
期
間
満
了
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
当
該
登
録
の
更
新
を
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
申
請
書
の
様
式
）

第
三
条
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
四
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
解
体
工
事
業
者
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。
）
が
法
人
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相

談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社

員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
そ
の
法
定
代
理
人
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
人
及
び
そ
の
役
員
。
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
法
第
二
十
四
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

二
　
登
録
申
請
者
が
選
任
し
た
技
術
管
理
者
が
第
七
条
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
面

三
　
登
録
申
請
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
を
、
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を

有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
法
定
代
理
人
を
含
む
。
）
の
住
所
、
生
年
月
日
等
に
関
す

る
調
書

四
　
登
録
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書

五
　
登
録
申
請
者
（
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
法
定
代
理
人
の
登
記
事
項
証
明
書

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
本
人
確
認
情
報
（
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八

十
一
号
）
第
三
十
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
住
民
票
コ
ー
ド

（
同
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
同
法
第

三
十
条
の
十
一
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
、
又
は
同
法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
そ

の
利
用
が
で
き
な
い
と
き
は
、
登
録
申
請
者
に
対
し
、
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
を
提
出
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

一
　
登
録
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
申
請
者
（
当
該
登
録
申
請
者
が
営
業
に
関
し
成

年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
申
請
者
及
び
そ
の
法

定
代
理
人
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
）

二
　
登
録
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員

三
　
登
録
申
請
者
が
選
任
し
た
技
術
管
理
者

３
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
一
項
第
一
号
の
誓
約
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
号
と
す
る
。

４
　
第
一
項
第
二
号
の
書
面
は
、
実
務
の
経
験
を
証
す
る
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
使
用
者
の
証
明
書
そ
の
他
当
該

事
項
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面
と
す
る
。

５
　
第
一
項
第
三
号
の
調
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
号
と
す
る
。

（
登
録
簿
の
様
式
）

第
五
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
解
体
工
事
業
者
登
録
簿
は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
六
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
を
別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
変
更
届
出
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
変
更
の
届
出
を
し
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
限

る
。
）
　
登
記
事
項
証
明
書

二
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
商
業
登
記
の
変
更
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

　
登
記
事
項
証
明
書

三
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
　
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号

及
び
第
三
号
の
書
面

四
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
　
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
の

書
面

五
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
　
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
書
面

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
う
ち
住
民
票
コ
ー
ド
以
外
の

も
の
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

に
よ
る
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
同
法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
そ
の
利
用
が
で
き
な
い
と
き
は
、
変
更
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
住
民
票

の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
技
術
管
理
者
の
基
準
）

第
七
条
　
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ

る
こ
と
と
す
る
。

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

イ
　
解
体
工
事
に
関
し
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校

令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
後
四
年
以
上
又
は
同
法
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十

八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明

治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
卒
業
し
た
（
同

法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
場
合
を
含
む
。
）
後
二
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

で
在
学
中
に
土
木
工
学
（
農
業
土
木
、
鉱
山
土
木
、
森
林
土
木
、
砂
防
、
治
山
、
緑
地
又
は
造
園
に
関
す
る

学
科
を
含
む
。
）
、
建
築
学
、
都
市
工
学
、
衛
生
工
学
又
は
交
通
工
学
に
関
す
る
学
科
（
次
号
に
お
い
て
「
土

木
工
学
等
に
関
す
る
学
科
」
と
い
う
。
）
を
修
め
た
も
の

ロ
　
解
体
工
事
に
関
し
八
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

ハ
　
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
に
よ
る
技
術
検
定
（
第
二
次
検
定
に
限
る
。
第
七
条
の
十
八

第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
検
定
種
目
を
一
級
の
建
設
機
械
施
工
管
理
若
し
く
は
二
級
の
建

設
機
械
施
工
管
理
（
種
別
を
「
第
一
種
」
又
は
「
第
二
種
」
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
一
級
の
土
木
施
工
管

理
若
し
く
は
二
級
の
土
木
施
工
管
理
（
種
別
を
「
土
木
」
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
一
級
の
建
築
施
工

管
理
若
し
く
は
二
級
の
建
築
施
工
管
理
（
種
別
を
「
建
築
」
又
は
「
躯
体
」
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す

る
も
の
に
合
格
し
た
者

ニ
　
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
に
よ
る
一
級
建
築
士
又
は
二
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け

た
者

ホ
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
技
能
検
定
の
う
ち
検
定
職
種
を
一

級
の
と
び
・
と
び
工
と
す
る
も
の
に
合
格
し
た
者
又
は
検
定
職
種
を
二
級
の
と
び
若
し
く
は
と
び
工
と
す
る

も
の
に
合
格
し
た
後
解
体
工
事
に
関
し
一
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

1



ヘ
　
技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
技
術
部
門
を
建
設
部
門
と

す
る
も
の
に
合
格
し
た
者

二
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
実
施
す
る
講
習
又
は
次
条
か
ら
第
七
条
の
四
ま
で
の

規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
講
習
（
以
下
「
登
録
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
講
し
た
も
の

イ
　
解
体
工
事
に
関
し
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
後
三
年
以
上
又

は
同
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
（
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修

了
し
た
場
合
を
含
む
。
）
後
一
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
で
在
学
中
に
土
木
工
学
等
に
関
す
る
学
科

を
修
め
た
も
の

ロ
　
解
体
工
事
に
関
し
七
年
以
上
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

三
　
第
七
条
の
十
七
、
第
七
条
の
十
八
及
び
第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
試
験
（
以
下
「
登
録
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
た
者

四
　
国
土
交
通
大
臣
が
前
三
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
た
者

（
登
録
の
申
請
）

第
七
条
の
二
　
前
条
第
二
号
の
登
録
は
、
登
録
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
講
習
事
務
」
と
い
う
。
）

を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２
　
前
条
第
二
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
登
録
講
習
事
務
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
講
習
事
務
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
登
録
講
習
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
登
録
講
習
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

四
　
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
科
目
（
第
七
条
の
六
第
一
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
を
い
う
。
）

３
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

ロ
　
登
録
講
習
事
務
申
請
者
の
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

二
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
株
主
名
簿
若
し
く
は
社
員
名
簿
の
写
し
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
面

ハ
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

ニ
　
役
員
（
持
分
会
社
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

持
分
会
社
を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
及
び
略
歴
を

記
載
し
た
書
類

三
　
講
師
が
第
七
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

四
　
登
録
講
習
事
務
以
外
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
登
録
講
習
事
務
申
請
者
が
次
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
欠
格
条
項
）

第
七
条
の
三
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

一
　
法
の
規
定
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二
　
第
七
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て

二
年
を
経
過
し
な
い
者

三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
登
録
講
習
事
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
登
録
の
要
件
等
）

第
七
条
の
四
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
第
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適

合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
七
条
の
六
第
一
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
講
師
と
し
て
登
録
講
習
事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
技
術
管
理
者
と
な
っ
た
経
験
を
有
す
る
者

ロ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
土
木
工
学
若
し
く
は
建
築
工
学
に
属
す
る
科
目
の
教
授
若
し
く
は
准

教
授
の
職
に
あ
り
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
又
は
土
木
工
学
若
し
く
は
建
築
工
学
に
属
す
る
科

目
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

ハ
　
国
土
交
通
大
臣
が
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者

２
　
第
七
条
第
二
号
の
登
録
は
、
登
録
講
習
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二
　
登
録
講
習
事
務
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
登
録
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
登
録
講
習
事
務
を
開
始
す
る
年
月
日

（
登
録
の
更
新
）

第
七
条
の
五
　
第
七
条
第
二
号
の
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
七
条
の
六
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
第
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
及
び
次
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
登
録
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
内
容
に
つ
い
て
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
登
録
講
習
を
行
う
こ
と
。

科
目

内
容

時
間

一
　
解
体
工
事
の
関
係
法

令
に
関
す
る
科
目

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
）
、
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
号
）
そ
の
他
関
係
法
令

に
関
す
る
事
項

七
時
間

二
　
解
体
工
事
の
技
術
上

の
管
理
に
関
す
る
科
目

解
体
工
事
の
施
工
計
画
、
施
工
管
理
、
安
全
管
理
そ
の
他
の
技
術

上
の
管
理
に
関
す
る
事
項

　

三
　
解
体
工
事
の
施
工
方

法
に
関
す
る
科
目

木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
そ
の
他
の
構
造
に
応
じ
た
解
体
工

事
の
施
工
方
法
に
関
す
る
事
項

　

二
　
前
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
内
容
に
応
じ
、
教
本
等
必
要
な
教
材
を
用
い

て
登
録
講
習
を
行
う
こ
と
。

三
　
講
師
は
、
講
義
の
内
容
に
関
す
る
受
講
者
の
質
問
に
対
し
、
講
義
中
に
適
切
に
応
答
す
る
こ
と
。

四
　
登
録
講
習
を
実
施
す
る
日
時
、
場
所
そ
の
他
登
録
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
す

る
こ
と
。

五
　
登
録
講
習
に
関
す
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

六
　
登
録
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
六
号
の
二
に
よ
る
修
了
証
（
以
下
単
に
「
修
了
証
」
と
い

う
。
）
を
交
付
す
る
こ
と
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
七
条
の
七
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
第
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
程
）

第
七
条
の
八
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
登
録
講
習
事
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、

当
該
事
務
の
開
始
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。
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一
　
登
録
講
習
事
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
登
録
講
習
の
受
講
の
申
込
み
に
関
す
る
事
項

三
　
登
録
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
及
び
登
録
講
習
の
実
施
場
所
に
関
す
る
事
項

四
　
登
録
講
習
に
関
す
る
料
金
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
登
録
講
習
の
日
程
、
公
示
方
法
そ
の
他
の
登
録
講
習
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六
　
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

七
　
登
録
講
習
に
用
い
る
教
材
の
作
成
に
関
す
る
事
項

八
　
終
了
し
た
登
録
講
習
の
教
材
の
公
表
に
関
す
る
事
項

九
　
修
了
証
の
交
付
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項

十
　
登
録
講
習
事
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
一
　
登
録
講
習
事
務
に
関
す
る
公
正
の
確
保
に
関
す
る
事
項

十
二
　
不
正
受
講
者
の
処
分
に
関
す
る
事
項

十
三
　
第
七
条
の
十
四
第
三
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
登
録
講
習
事
務
に
関
す
る
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
四
　
そ
の
他
登
録
講
習
事
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
登
録
講
習
事
務
の
休
廃
止
）

第
七
条
の
九
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
登
録
講
習
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
登
録
講
習
事
務
の
範
囲

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
及
び
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

三
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
七
条
の
十
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的

方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ

っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
作

成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を

作
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
講
習
を
受
験
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い

つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登

録
講
習
実
施
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
登
録
講
習

実
施
機
関
が
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ

れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

ロ
　
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ

イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
合
命
令
）

第
七
条
の
十
一
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
の
実
施
す
る
登
録
講
習
が
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

第
七
条
の
十
二
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
第
七
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
講
習
事
務
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
登
録
講

習
事
務
の
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
七
条
の
十
三
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該

登
録
講
習
実
施
機
関
が
行
う
講
習
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
登
録
講
習
事
務
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
七
条
の
三
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

二
　
第
七
条
の
七
か
ら
第
七
条
の
九
ま
で
、
第
七
条
の
十
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
七
条
の
十
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五
　
第
七
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
求
め
ら
れ
て
、
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

六
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
帳
簿
の
記
載
等
）

第
七
条
の
十
四
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
登
録
講
習
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
講
習
の
実
施
年
月
日

二
　
講
習
の
実
施
場
所

三
　
受
講
者
の
受
講
番
号
、
氏
名
及
び
生
年
月
日

四
　
修
了
年
月
日

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
登
録
講
習
実
施
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る

と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ

ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。
）
を
、
登
録
講
習
事
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
登
録
講
習
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
備
え
、
登
録
講
習
を
実
施
し
た
日
か
ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
講
習
の
受
講
申
込
書
及
び
添
付
書
類

二
　
終
了
し
た
登
録
講
習
の
教
材

（
報
告
の
徴
収
）

第
七
条
の
十
五
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
講
習
事
務
の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
登
録
講
習
実
施
機
関
に
対
し
、
登
録
講
習
事
務
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
示
）

第
七
条
の
十
六
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

二
　
第
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三
　
第
七
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四
　
第
七
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

（
登
録
の
申
請
）

第
七
条
の
十
七
　
第
七
条
第
三
号
の
登
録
は
、
登
録
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
試
験
事
務
」
と
い

う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２
　
第
七
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
登
録
試
験
事
務
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
試
験
事
務
申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

3



二
　
登
録
試
験
事
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
登
録
試
験
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

四
　
登
録
試
験
委
員
（
次
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
合
議
制
の
機
関
を
構
成
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び
略
歴
並
び
に
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
旨

３
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

ロ
　
登
録
試
験
事
務
申
請
者
の
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

二
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
簿
の
謄
本

ロ
　
株
主
名
簿
若
し
く
は
社
員
名
簿
の
写
し
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
面

ハ
　
申
請
に
係
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

ニ
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
類

三
　
登
録
試
験
委
員
の
う
ち
、
次
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
資
格
等
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四
　
登
録
試
験
事
務
以
外
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
登
録
試
験
事
務
申
請
者
が
第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
三
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
の
要
件
等
）

第
七
条
の
十
八
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
条
第
一
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
試
験
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
人
数
以
上
含
む
十

名
以
上
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
機
関
に
よ
り
試
験
問
題
の
作
成
及
び
合
否
判
定
が
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
土
木
工
学
に
属
す
る
科
目
の
教
授
若
し
く
は
准
教
授
の
職
に
あ
り
、

若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
若
し
く
は
技
術
士
法
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
技
術
部
門
を
建
設
部

門
と
す
る
も
の
に
合
格
し
た
者
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め

る
者
　
一
名

ロ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
建
築
工
学
に
属
す
る
科
目
の
教
授
若
し
く
は
准
教
授
の
職
に
あ
り
、

若
し
く
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
若
し
く
は
建
築
士
法
に
よ
る
一
級
建
築
士
の
免
許
を
有
す
る
者
又
は
国

土
交
通
大
臣
が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
　
二
名

ハ
　
建
設
業
法
に
よ
る
技
術
検
定
の
う
ち
検
定
種
目
を
一
級
の
土
木
施
工
管
理
若
し
く
は
一
級
の
建
築
施
工
管

理
と
す
る
も
の
に
合
格
し
た
後
解
体
工
事
に
関
し
五
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
者
又
は
国
土
交
通
大
臣

が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
　
二
名

２
　
第
七
条
第
三
号
の
登
録
は
、
登
録
試
験
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二
　
登
録
試
験
事
務
を
行
う
者
（
以
下
「
登
録
試
験
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び

に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三
　
登
録
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
登
録
試
験
事
務
を
開
始
す
る
年
月
日

（
登
録
試
験
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
七
条
の
十
九
　
登
録
試
験
実
施
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
及
び
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
登
録
試
験
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
内
容
に
つ
い
て
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
を
標
準
と
し
て
試
験
を
行
う
こ
と
。

科
目

内
容

時
間

一
　
解
体
工
事
の
関
係
法
令
に
関

す
る
科
目

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
、
建
設
工
事
に
係

る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
関
係
法
令

に
関
す
る
事
項

三
時
間

三

十

分

二
　
土
木
工
学
及
び
建
築
工
学
に

関
す
る
科
目

構
造
力
学
、
材
料
学
そ
の
他
の
基
礎
的
な
土
木
工
学
及
び
建

築
工
学
に
関
す
る
事
項

　

三
　
解
体
工
事
の
技
術
上
の
管
理

に
関
す
る
科
目

解
体
工
事
の
施
工
計
画
、
施
工
管
理
、
安
全
管
理
そ
の
他
の

技
術
上
の
管
理
に
関
す
る
事
項

　

四
　
解
体
工
事
の
施
工
方
法
に
関

す
る
科
目

解
体
工
事
に
係
る
木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
そ
の
他
の

構
造
に
応
じ
た
解
体
工
事
の
施
工
方
法
に
関
す
る
事
項

　

五
　
解
体
工
事
の
工
法
及
び
機
器

に
関
す
る
科
目

解
体
工
事
の
工
法
及
び
機
器
の
種
類
及
び
選
定
に
関
す
る

事
項

　

六
　
解
体
工
事
の
実
務
に
関
す
る

科
目

解
体
工
事
の
実
務
に
関
す
る
事
項

　

二
　
登
録
試
験
を
実
施
す
る
日
時
、
場
所
そ
の
他
登
録
試
験
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
す

る
こ
と
。

三
　
登
録
試
験
に
関
す
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

四
　
終
了
し
た
登
録
試
験
の
問
題
及
び
合
格
基
準
を
公
表
す
る
こ
と
。

五
　
登
録
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
別
記
様
式
第
六
号
の
三
に
よ
る
合
格
証
明
書
（
以
下
「
登
録
試
験
合
格

証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
こ
と
。

（
規
程
）

第
七
条
の
二
十
　
登
録
試
験
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
登
録
試
験
事
務
に
関
す
る
規
程
を
定

め
、
当
該
事
務
の
開
始
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。

一
　
登
録
試
験
事
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
登
録
試
験
の
受
験
の
申
込
み
に
関
す
る
事
項

三
　
登
録
試
験
事
務
を
行
う
事
務
所
及
び
試
験
地
に
関
す
る
事
項

四
　
登
録
試
験
の
受
験
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
登
録
試
験
の
日
程
、
公
示
方
法
そ
の
他
の
登
録
試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六
　
登
録
試
験
委
員
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

七
　
登
録
試
験
の
問
題
の
作
成
及
び
合
否
判
定
の
方
法
に
関
す
る
事
項

八
　
終
了
し
た
登
録
試
験
の
問
題
及
び
合
格
基
準
の
公
表
に
関
す
る
事
項

九
　
合
格
証
明
書
の
交
付
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項

十
　
登
録
試
験
事
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

十
一
　
登
録
試
験
事
務
に
関
す
る
公
正
の
確
保
に
関
す
る
事
項

十
二
　
不
正
受
験
者
の
処
分
に
関
す
る
事
項

十
三
　
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
十
四
第
三
項
の
帳
簿
そ
の
他
の
登
録
試
験
事
務
に
関
す
る
書
類
の
管

理
に
関
す
る
事
項

十
四
　
そ
の
他
登
録
試
験
事
務
に
関
し
必
要
な
事
項

（
準
用
規
定
）

第
七
条
の
二
十
一
　
第
七
条
の
三
、
第
七
条
の
五
、
第
七
条
の
七
及
び
第
七
条
の
九
か
ら
第
七
条
の
十
六
ま
で
の
規

定
は
、
登
録
試
験
実
施
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
三

講
習
は

試
験
は
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第
七
条
の
三
、
第
七
条
の
五
第
一
項
、
第
七

条
の
十
三
第
六
号
、
第
七
条
の
十
六
第
一
号

第
七
条
第
二
号

第
七
条
第
三
号

第
七
条
の
三
第
二
号
、
第
七
条
の
十
六
第
四

号

第
七
条
の
十
三

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
十
三

第
七
条
の
三
第
三
号
、
第
七
条
の
九
（
見
出

し
を
含
む
。
）
、
第
七
条
の
十
二
、
第
七
条
の

十
三
、
第
七
条
の
十
四
第
三
項
、
第
七
条
の

十
五
、
第
七
条
の
十
六
第
四
号

登
録
講
習
事
務

登
録
試
験
事
務

第
七
条
の
五
第
二
項

前
三
条

第
七
条
の
十
七
、
第
七
条
の
十
八
及
び
第
七
条

の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
の
三

第
七
条
の
七
、
第
七
条
の
九
、
第
七
条
の
十

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
条
の
十
一
か
ら

第
七
条
の
十
五
ま
で

登
録
講
習
実
施
機
関

登
録
試
験
実
施
機
関

第
七
条
の
七

第
七
条
の
四
第
二
項

第
二
号

第
七
条
の
十
八
第
二
項
第
二
号

第
七
条
の
十
第
二
項
、
第
七
条
の
十
四
第
四

項

登
録
講
習
を

登
録
試
験
を

第
七
条
の
十
一

登
録
講
習
が

登
録
試
験
が

　

第
七
条
の
四
第
一
項

第
七
条
の
十
八
第
一
項

第
七
条
の
十
二

第
七
条
の
六

第
七
条
の
十
九

第
七
条
の
十
三
、
第
七
条
の
十
四
第
一
項

講
習
の

試
験
の

第
七
条
の
十
三
第
一
号

第
七
条
の
三
第
一
号

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
三
第
一
号

第
七
条
の
十
三
第
二
号

第
七
条
の
七
か
ら
第

七
条
の
九
ま
で

第
七
条
の
二
十
又
は
第
七
条
の
二
十
一
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
条
の
七
、
第
七
条
の
九

　

又
は
次
条

若
し
く
は
第
七
条
の
十
四

第
七
条
の
十
三
第
三
号

第
七
条
の
十
第
二
項

各
号

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
十
第
二
項
各
号

第
七
条
の
十
三
第
四
号

前
二
条

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
十
一
又
は
前
条

第
七
条
の
十
三
第
五
号

第
七
条
の
十
五

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
十
五

第
七
条
の
十
四
第
一
項

登
録
講
習
に

登
録
試
験
に

　

受
講
者

受
験
者

　

受
講
番
号

受
験
番
号

　

修
了
年
月
日

合
格
年
月
日

第
七
条
の
十
四
第
四
項
各
号

登
録
講
習

登
録
試
験

　

受
講
申
込
書

受
験
申
込
書

　

教
材

問
題
及
び
答
案
用
紙

第
七
条
の
十
六
第
二
号

第
七
条
の
七

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
七

第
七
条
の
十
六
第
三
号

第
七
条
の
九

第
七
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

の
九

（
標
識
の
掲
示
）

第
八
条
　
法
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
登
録
年
月
日

三
　
技
術
管
理
者
の
氏
名

２
　
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
解
体
工
事
業
者
が
掲
げ
る
標
識
は
、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
等
）

第
九
条
　
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
解
体
工
事
業
者
が
備
え
る
帳
簿
の
記
載
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す

る
。

一
　
注
文
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
施
工
場
所

三
　
着
工
年
月
日
及
び
竣
工
年
月
日

四
　
工
事
請
負
金
額

五
　
技
術
管
理
者
の
氏
名

２
　
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
解
体
工
事
業
者
が
備
え
る
帳
簿
は
、
別
記
様
式
第
八
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
解
体
工
事
業
者
の
営
業
所
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ

れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
前
項
の
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
二
項
の
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。
）

は
、
解
体
工
事
ご
と
に
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
建
設
業
法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
面

又
は
そ
の
写
し
（
当
該
工
事
が
対
象
建
設
工
事
の
全
部
又
は
一
部
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
十
三
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
又
は
そ
の
写
し
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
建
設
業
法
第
十
九
条
第
三
項
又
は
法
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
各
項
に
掲
げ
る
事
項
又
は
請
負
契
約
の
内
容
で
当
該
各
項
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
も
の
の
変
更
の
内
容

が
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
当
該
営
業
所
に
お

い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
記
録
を
も
っ
て
前
項
に

規
定
す
る
添
付
書
類
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
解
体
工
事
業
者
は
、
第
二
項
の
帳
簿
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁

的
記
録
媒
体
を
含
む
。
）
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
し
た
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た

同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
含
む
。
）
を
各
事
業
年
度
の
末
日
を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
も
の
と
し
、

閉
鎖
後
五
年
間
当
該
帳
簿
及
び
添
付
書
類
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
法
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
五
月
三
十
日
）
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
四
項
中
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
又
は
そ
の
写
し
に
係

る
部
分
及
び
同
条
第
五
項
中
法
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
措
置
に
係
る
部
分
は
、
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
五
月
一
三
日
国
土
交
通
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
一
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に
関
す
る
省
令

（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
講
習
又
は
同
項
第
三
号
の
指
定
を

受
け
て
い
る
試
験
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新

省
令
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
受
け
て
い
る
講
習
又
は
同
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
て
い
る
試
験
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
省
令
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
講
習
を
受
講
し
た
者
又
は
同
項
第
三

号
の
指
定
を
受
け
た
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
省
令
第
七
条
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
を
受
講

し
た
者
又
は
同
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
た
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ

の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に

お
け
る
助
教
授
と
し
て
の
在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

一
か
ら
十
二
ま
で
　
略

十
三
　
解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
の
四
及
び
第
七
条
の
十
八

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
二
月
二
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
〇
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
三
一
日
国
土
交
通
省
令
第
八
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
建
設
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
九
日
国
土
交
通
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
、
第
八
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
四
条
及

び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規

定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
当
分
の
間
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
解
体
工
事
業
に
係
る
登
録
等
に

関
す
る
省
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
四
条
第
二
項
中
「
の
う

ち
住
民
票
コ
ー
ド
（
同
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
も
の

に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
」
と
、
同
令
第
六
条
第
二
項
中
「
の
う
ち
住
民
票
コ
ー
ド
以
外
の
も
の
に

つ
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
四
日
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
通
訳
案
内
士
法
及
び
旅
行
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）

の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
一
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
四
日
国
土
交
通
省
令
第
九
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
建
設
業
法
及
び
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）

別記様式第1号（第3条関係）（平15国交令65・平24国交令34・平26国交令85・令2国交令98・一部改正） （A4） 表 証紙はり付け欄 面 解体工事業登録申請書（消印してはな らない。） ※登録番号 登録の種類新規・更新 ※登録年月日年月日 この申請書により、解体工事業の登録の申請をします。 年月日 申請者 知事殿 フリガナ 商号、名称又は氏名 郵便番号（―） 住所 電話番号（）― 法人である場合の フリガナ 代表者の氏名 法人である場合の役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれら に準ずる者をいい、相談役、顧問及び総株主の議決権の100分の5以上を 有する株主又は出資の総額の100分の5以上に相当する出資をしている者 （個人であるものに限る。）を含む。）の氏名及び役名等 フリガナフリガナ 役名等（常勤・非常勤）役名等（常勤・非常勤） 氏名氏名 申請時において既に受けている登録 （A4） 法第31条に規定する者（技術管理者） の氏名 裏面 営業所の名称及び所在地 所在地 フリガナ 郵便番号（―） 名称 電話番号（）― 法定代フリガナ 理人が氏名 個人で ある場郵便番号（―） 住所 合電話番号（）― 未成年者フリガナ である場商号又は名称 合の法定 法定代 代理人郵便番号（―） 理人が住所 電話番号（）― 法人で ある場 フリガナ 合役名等（常勤・非常勤） 役員の氏名 他の都道府県知事の登録状況 登録番号登録番号 備考 1※印のある欄には、記入しないこと。 2「新規・更新」については不要なものを消すこと。 3総株主の議決権の100分の5以上を有する株主又は出資の総額の100分の5以上に相当する出資をしている者については、「役名等」の欄には「株主等」と記載することとする。 4「営業所の名称及び所在地」の欄には、登録を受けようとする都道府県の営業所だけでなくすべての営業所について記載すること。
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別
記
様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

別記様式第2号（第4条関係）（平24国交令34・令2国交令98・一部改正） （A4） 誓約書 登録申請者及びその役員並びに法定代理人及び法定代理人の 役員は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第24 条第1項各号に該当しない者であることを誓約します。 年月日 申請者 知事殿  

別
記
様
式
第
３
号
（
第
４
条
関
係
）

別記様式第3号（第4条関係）（令元国交令1・令2国交令98・一部改正） （A4） 実務経験証明書 下記の者は、解体工事に関し、下記の通り実務経験を有することに相違ないことを証明します。 令和年月日 証明者 技術管理者の生年 氏名月日年月から 使用され た期間 使用者の商号年月まで 又は名称 職名実務経験の内容実務経験年数 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 年月から 年月まで 合計満年月 使用者の証明その を得ることが証明者と できない場合理由被証明者 との関係 記載要領 1この証明書は、被証明者1人について、証明者別に作成すること。 2「実務経験の内容」の欄には、従事した主な工事名、解体した建築物等の構造等を具体的に記載すること。  
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別
記
様
式
第
４
号
（
第
４
条
関
係
）

別記様式第4号（第4条関係）（平26国交令85・全改、令2国交令98・一部改正） （A4） 法人の役員 本人 登録申請者の調書 法定代理人 法定代理人の役員 郵便番号（―） 現住所 電話番号（）― フリガナ 生年月日 商号、名称又は氏名 年月日賞罰の内容 賞罰 上記のとおり相違ありません。 年月日 氏名 備考 法人の役員 本人 1については、不要のものを消すこと。 法定代理人 法定代理人の役員 2総株主の議決権の100分の5以上を有する株主又は出資の総額の100分の5以上に相当する出資をしている者については、「賞罰」の欄への記載を要さない。 3「生年月日」の欄は、登録申請者が法人である場合は記載しないこと。 4「賞罰」の欄には、行政処分等についても記載すること。  

別
記
様
式
第
５
号
（
第
５
条
関
係
）

別記様式第5号（第5条関係）（平15国交令65・平24国交令34・平26国交令85・一部改正） （A4） 登録年月日年月日 表面登録番号 有効期間 年月日 満了年月日 フリガナ 郵便番号（―） 商号、名称又住所 電話番号（）― は氏名 法人である場合の役員の氏名及び役名等 フリガナフリガナ 役名等（常勤・非常勤）役名等（常勤・非常勤） 氏名氏名 法定代理 人が個人フリガナ郵便番号（―） 住所 である場氏名電話番号（）― 合 フリガナ 郵便番号（―） 商号又は住所 未成年者である場合の法定代理人電話番号（）― 名称 法定代理 人が法人 フリガナ役名等（常勤・非フリガナ役名等（常勤・非 である場 役員の氏名常勤）役員の氏名常勤） 合 備考 総株主の議決権の100分の5以上を有する株主又は出資の総額の100分の5以上に相当する出資をしている者については、「役名等」の欄には「株主等」と記載することとする。 （A4） 法第31条に規定する者（技術管理者） 裏 の氏名 面 営業所の名称及び所在地 所在地 フリガナ 郵便番号（―） 名称 電話番号（）―  
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別
記
様
式
第
６
号
（
第
６
条
関
係
）

別記様式第6号（第6条関係）（令2国交令98・一部改正） （A4） 解体工事業登録事項変更届出書 この届出書により、次のとおり変更の届出をします。 年月日 届出者 知事殿 フリガナ 商号、名称又は氏名 郵便番号（―） 住所 電話番号（）― 法人である場合の フリガナ 代表者の氏名 登録番号 登録年月日年月日 変更に係る事項変更前変更後変更年月日  

別
記
様
式
第
６
号
の
２
（
第
７
条
の
６
関
係
）

別記様式第6号の2（第7条の6関係）（平18国交令16・追加） （登録講習の名称）修了証 氏名 生年月日年月日 この者は、解体工事業に係る登録等に関する省令第七条第二号の登録講習 を修了した者であることを証します。 登録講習の修了年月日年月日 交付年月日年月日 修了番号第号 （登録講習実施機関の名称）印 （登録番号第番）  
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別
記
様
式
第
６
号
の
３
（
第
７
条
の
１
９
関
係
）

別記様式第6号の3（第7条の19関係）（平18国交令16・追加） （登録試験の名称）合格証明書 氏名 生年月日年月日 この者は、解体工事業に係る登録等に関する省令第七条第三号の登録試験 に合格した者であることを証します。 登録試験の合格年月日年月日 交付年月日年月日 合格証明書番号第号 （登録試験実施機関の名称）印 （登録番号第番）  

別
記
様
式
第
７
号
（
第
８
条
関
係
）

別記様式第7号（第8条関係）（平23国交令106・一部改正） ▲▲ 35センチメートル以上 ▲ 解体工事業者登録票 商号、名称又は氏名 法人である場合の 代表者の氏名 2 5 セ ン チ メ ト ル 以 上 登録番号 登録年月日年月日 技術管理者の氏名 ▼ 備考 技術管理者の氏名は、解体工事の現場に掲げる場合にあっては、当該現場に置かれる技術管理者の氏名とする。  
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別
記
様
式
第
８
号
（
第
９
条
関
係
）

別記様式第8号（第9条関係） （A4） 注文者の氏名又は名称 郵便番号（―） 注文者の住所 電話番号（）― 施工場所 自年月日 着工年月日及び竣工年 月日 至年月日 工事請負金額 当該工事に係る 技術管理者の氏名  
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